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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公開番号】特開2001-214707(P2001-214707A)
【公開日】平成13年8月10日(2001.8.10)
【出願番号】特願2000-381143(P2000-381143)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｄ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｄ   9/02    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月13日(2007.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 両端で内側及び外側バンド（２０，２２）に一体的に連結される複数の翼
（１８）と；
　前記翼の各々は、前記バンドの間で翼長方向に縦方向に延びると共に、前縁と後縁（３
４，３６）と間で翼弦方向に延びる、対向する圧力側及び負圧側の側壁（２６，２８）を
備えており；
　前記側壁は、前記前縁及び後縁との間で離間しており、前記前縁から隔てられ前記側壁
と一体的に連結されて冷却空気（２４）を導くための第１通路（４２）を形成する第１リ
ブ（３８）と、前記第１リブから隔てられ前記側壁と一体的に連結されて冷却空気を導く
ための第２通路（４４）を形成する第２リブ（４０）とを備え、前記第２リブは前記後縁
から隔てられ冷却空気を導くための第３通路（４６）を形成し；
　前記正圧側壁（２６）を貫通して前記第２及び第３通路と連通し、前記翼長に沿って異
なる勾配で傾斜する複数列のフイルム冷却用側壁孔（８－１０）と；
を備えることを特徴とするタービンノズル（１４）。
【請求項２】 前記第２リブ（４０）は勾配が付けられており、前記第１の側壁列（８）
は、それと略等しい勾配を有し、前記第２通路（４４）と連通していることを特徴とする
請求項１に記載のノズル。
【請求項３】 前記第２の側壁列（９）は、前記第１の列の勾配よりも小さい勾配を有し
、前記第３通路（４６）と連通していることを特徴とする請求項２に記載のノズル。
【請求項４】 前記第３の側壁列（１０）は、前記第２の列の勾配よりも小さい勾配を有
し、前記第２の側壁列（９）の後方で前記第３通路と連通していることを特徴とする請求
項３に記載のノズル。
【請求項５】 前記第１及び第３の列の勾配は平均勾配を有し、前記第２の列の勾配は前
記平均勾配と実質的に等しいことを特徴とする請求項４に記載のノズル。
【請求項６】 前記第１、第２、第３側壁列の前記フイルム冷却孔は実質的に等しい直径
を有することを特徴とする請求項４に記載のノズル。
【請求項７】 前記翼の各々は、前記正圧側壁（２６）を貫通して第１通路（４２）と連
通し前記第１リブに沿って延びる１列のフイルム冷却孔（１３）をさらに備えることを特
徴とする請求項４に記載のノズル。
【請求項８】 前記第１リブの側壁列（１３）は、前記第１リブ（３８）と実質的に平行
であり、その前記孔の直径は、前記第１、第２、及び第３側壁列の孔の直径と実質的に等
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しいことを特徴とする請求項７に記載のノズル。
【請求項９】 前記翼の各々は、シャワーヘッド状に配置され前記前縁（３４）に沿って
翼長方向に延びる複数列のフイルム冷却孔（４－７）をさらに備えることを特徴とする請
求項４に記載のノズル。
【請求項１０】 前記シャワーヘッド孔（４－７）は、正圧側及び負圧側の側壁（２６，
２８）に沿って前記前縁の周りに離間した４つの列を含むことを特徴とする請求項９に記
載のノズル。
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